
 

息子が社会人になりました。 

 

三小の子ども達と同じように、ランドセルを背負っていた私の息子は、やがて学生

服やブレザーに袖を通し、その後大学に進みました。この 4月からは社会人です。 

わたしは、息子のランドセルの時代、彼が寝ているうちに家を出て、彼が寝てから

帰ってくるような生活をしていました。中学校の教師として朝 6時半には体育館で朝

練、学級や学年を経営し、授業をして放課後はまた部活動、帰宅するのは 10時、11

時が当たり前、ほとんどの土日は、練習と試合でした。 

多忙でしたが充実していました。教師としては。 

中学生はやり方さえ指導すれば、ほとんどの生徒が自分で学習を進められました。

ですから中学教師の私は、彼が小学校から持ち帰る「音読カード」のチェックや工作

の素材集め、宿題を一緒にやることなどについて「どうして勉強は学校で完結させて

くれないんだ」「それは先生の仕事だろう」くらいに思っていました。今は、あの時の

自分にお説教のひとつもしてやりたいです。なにより、父親としてその一つ一つを楽

しめばよかったのだと、今はわかります。 

7年前、自分が小学校に赴任してみると、いかに「親」の影響力が強いのか、親子

で家庭学習や読書習慣をつけることがどれほど大事なのか思い知りました。そのよう

な段階を経て、中学校では自分で家庭学習できるようになるのです。 

それでも、出会った先生方、妻や母のおかげで息子は無事社会人になりました。け

れども、私はランドセル時代の彼に二度と会うことはできません。その時に、彼がど

のような経験をし、何を感じて何を考えていたのかもう知る事はできないのです。 

新年度が始まって 1か月、お父さんもお母さんもお疲れのことでしょう。もうすぐ

大型連休が始まります。少し休んだら、子供たちの「あのね」と言う声、音読や宿題

にお付き合いいただけないでしょうか。私からの後悔とお願いです。 
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今年の運動会は「創立 50周年記念運動会」 

  5月 27日㈯に運動会を実施予定です。今年度の概要をお伝えします。 

⚫ 全学年一斉に校庭に出て行います。 

⚫ 午前中ですべての競技を行います。 

⚫ 昼食は校舎内に戻り、教室でお弁当を食べます。 

⚫ 競技中の学年の保護者の方は、トラック最寄りの「優先ゾーン」に立って応援して

いただきます。 

⚫ 競技中ではない学年の保護者の方は、外側の「休憩ゾーン」にて待機していただき

ます。 

⚫ 保護者のみなさまには、「入れ替え」にご協力願います。 

※ 安全に負担なく応援していただけるように、このような方法をとることにいたしました。早朝

からの場所取りは必要ございません。コロナ対策緩和後、持続可能な新たな運動会の形式を

作り上げてまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。 

※ 詳細は後日お知らせいたします。 


